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令和８年度秋田県総合政策審議会 

第３回農林水産部会 議事要旨 

 

１ 日 時 令和８年９月２日（水） 午前 10時～12時 

 

２ 場 所 本庁舎７階 ７１会議室 

  
３ 出席者 

【農林水産部会委員】 

三 浦 徳 也 （有限会社折林ファーム 取締役） 

堀 井 直 子 （株式会社グリーンフォレスト仁賀保 専務取締役） 

佐 藤   亘 （秋田県漁業士会 青年漁業士） 

 

【県】 

  飯澤 主貴 農林水産部次長 ほか関係課室長等 

 

４ 議事要旨 

●三浦部会長 

早いもので３回目の専門部会の開催となり、提言の取りまとめのタイミングになっ  

た。 

昨日、県内の若手農業者のメンバーと話す機会があった。米価の下落など苦しい状況で

はあるが、皆さん本当に頑張っていると感じた。 

提言をまとめるに当たり、秋田県の農業が自走できるよう、最後まで頑張っていきたい

ので、各委員においても御協力よろしくお願いしたい。 

審議内容は議事録としてウェブサイトに掲載される。その際には、委員名は特に秘匿す 

る必要がないと思うので、公開としたい。 

それでは、議事（１）提言書（案）について、事務局から説明をお願いする。 
 

□小野寺農林政策課長 

～ 資料１、２により説明 ～ 

 

●三浦部会長 

事務局から説明があった提言書（案）について、まずは農業産出額から、議論していた

だきたい。 

 

【農業産出額について】 

●三浦部会長 

提言３の部分について、「作付け誘導に当たっては、乾田直播～」との記載があるが直播

も種類が多い。「乾田直播」に限定せずに、「直播」という文言としたい。 

 

□坂下水田利用課長 

あきた農林水産ビジョンにおいても「乾田直播」ではなく、「直播栽培面積」と記載して

いるため、「直播」という記載で問題ない。 

 

●三浦部会長 
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 農業産出額に関する提言でほかに意見はあるか。なければ、林業産出額について議論し

ていく。 

 

【林業産出額について】 

●三浦部会長 

 「エリートツリー」について、県総合計画やあきた農林水産ビジョンに単語として盛り

込まれていたと思う。今回も入れ込む方向としたい。 

 

□虻川森林資源造成課長 

苗の安定供給の部分が該当する。事務局と調整して入れ込ませていただく。 

 

〇堀井委員 

関連しての確認であるが、「仮設トイレ」設置への支援事業は活用はされているのか。 

女性はそもそもトイレに入っていく姿を見られたくないという話を聞いたことがあり、

仮設トイレ設置のニーズがないのではないか、と感じている。 

また、中古は支援対象外とも聞いており、支援事業の活用状況などについて教えてほし

い。 

 

□永井参事（兼）林業木材産業課長 

 昨年度、１事業体に活用していただいたところ。過去にも実績はあるが最近は無い。 

 

●三浦部会長 

 提言から削除するのではなく、今後、事業を進めていく中で実効性を検証していくこと

としたい。 

 

●三浦部会長 

 続いて、漁業産出額について議論していく。 

 

【漁業産出額】について 

〇佐藤委員 

 学校給食サプライチェーンについて、男鹿市では、マダイを学校給食に出したりしてい

る。他地域での事例はあるか。 

 

□三浦水産漁港課長 

由利本荘市やにかほ市では、アブラツノザメを学校給食に提供している。アブラツノザ

メは一部地域で人気はあるが、全県での認知度は低い。 

漁獲しても販売先が無いことが課題となっているが、全県域に広げて学校給食で使って

もらうとすれば、学校側の理解が必要となる。 

 

●三浦部会長 

 アブラツノザメは由利本荘市やにかほ市で漁獲されているのか。 

 

□三浦水産漁港課長 

全県域で獲れているが、活用は由利地域にとどまっている。 
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●三浦部会長 

 あきた漁業スクールにおいて、「蓄養殖コースを新たに設置すべき」との提言をする方向

である。実現性についてはどうか。 

 

□三浦水産漁港課長 

現在のカリキュラムでは、経営モデルが確立されていないことから、蓄養殖に関する研

修は組み込まれていない。実証事業等により、蓄養殖で一定程度の所得が得られるように

なってきたので、ぜひ組み込んでいきたいと考えている。 

 

【耕地面積について】 

●三浦部会長 

それでは、「耕地面積」に関する提言について議論したい。 

各委員から意見はないか。 

これまで議論がなされた意見が提言に盛り込まれており、この方向としたい。 

 

【その他】 

〇佐藤委員 

 取りまとめた提言についてはどのように活用されるのか。 

 

□事務局 

 提言を踏まえて、来年度当初予算に施策として反映させていく。 

 

●三浦部会長 

総合政策審議会に向けて、今回の意見を踏まえて事務局と調整の上、まとめていきた

い。委員の皆様においては、引き続き確認の上、意見がある場合は９月中旬までに事務局

まで連絡をお願いしたい。 

 

□飯澤農林水産部次長 

 御多忙の中、３回にわたり御審議していただき感謝している。今後開催される総合政策

審議会に向けて、提言の最終的な取りまとめをしていきたいので、今後ともよろしくお願

いしたい。 
 

□事務局（農林政策課） 

 以上をもって閉会とする。 

 

－  議事終了  － 

 

 


